
こ
れ
か
ら
の
学
教
研
を
考
え
る

石
川
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会

副
会
長

中

克
之

次
期
学
習
指
導
要
領
が
昨
年
三
月

末
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
十
八
年
度

か
ら
の
先
行
実
施
を
経
て
、
小
学
校

は
二
十
年
度
、
中
学
校
は
二
十
一
年

度
よ
り
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。
知

識
の
理
解
の
質
を
高
め
資
質
・
能
力

を
育
む
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」、い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
改
訂
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
告
示
後
の
五
月
に
は
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針
案
と
モ

デ
ル
問
題
の
検
討
案
が
示
さ
れ
、
年

末
に
は
試
行
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
替
わ
る
も

の
で
あ
り
、
知
識
・
技
能
を
十
分
有

し
て
い
る
か
の
評
価
を
行
い
つ
つ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
中
心
に

し
た
評
価
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

実
施
は
二
十
年
度
。
つ
ま
り
二
十
一

年
度
入
学
者
選
抜
試
験
か
ら
と
な
り

ま
す
。
現
在
の
中
学
三
年
生
が
、
新

テ
ス
ト
を
受
け
る
一
年
目
の
学
年
で

す
。
英
語
で
は
、「
読
む
」「
聞
く
」

に
加
え
、「
話
す
」「
書
く
」
の
四
技

能
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
、
英
検

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
な
ど
の
民
間
資
格
検

定
試
験
結
果
を
活
用
す
る
方
針
だ
そ

う
で
す
。
方
針
案
と
併
せ
て
示
さ
れ

た
モ
デ
ル
問
題
例
で
は
、
国
語
と
数

学
に
加
え
ら
れ
る
記
述
式
問
題
が
例

示
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
問
題
の
題
材

は
、「
町
並
み
景
観
保
護
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
、「
駐
車
場
使
用
契
約
書
」

な
ど
、
実
生
活
に
近
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人
工
知

能
の
急
速
な
発
達
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
た

ち
に
身
に
つ
け
た
い
力
は
、
次
期
学

習
指
導
要
領
と
大
学
入
試
改
革
を
併

せ
て
見
る
と
、
よ
り
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

石
川
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会
は
、

今
年
度
六
年
目
を
迎
え
、
第
五
回
研

究
大
会
を
八
月
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
設
立
の
目
的
は
、
授
業
研
究
の

継
承
や
研
究
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

県
内
全
域
に
広
げ
本
県
小
中
学
校
の

教
育
の
充
実
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
県
内
研
究
団
体
の
大
会
開

催
地
調
整
も
本
会
の
重
要
な
役
割
で

す
。
学
校
数
が
減
少
す
る
中
、
研
究

団
体
の
大
会
開
催
予
定
を
再
調
整
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
全
域
か
ら
集
ま
る
現
在

の
役
員
会
等
の
持
ち
方
や
回
数
、
校

長
会
事
務
局
に
か
け
る
負
担
な
ど
、

今
後
の
持
続
発
展
の
た
め
に
も
見
直

し
が
必
要
で
す
。

学
教
研
は
、
次
の
時
代
を
見
据
え

た
研
究
団
体
が
各
地
区
で
研
究
を
深

め
、
県
内
全
域
に
広
が
る
よ
う
、
教

員
の
つ
な
が
る
場
を
今
後
も
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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〈
研研
究
会
紹
介
〉

金
沢
市
小
学
校
教
育
研
究
会

金
沢
市
で
は
、
金
沢
型
学
習
モ
デ

ル
に
基
づ
く
教
育
活
動
が
昨
年
四
月

よ
り
、
全
市
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
研
究
会
は
金
沢
市
教
育
委

員
会
の
ご
指
導
の
も
と
に
、
学
習
指

導
要
領
な
ど
の
法
令
に
則
り
、
自
主

的
・
創
造
的
な
教
育
活
動
を
行
い
、

本
市
小
学
校
教
育
関
係
者
の
資
質
向

上
と
学
校
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
全
体
テ
ー
マ
を
見

直
し
、「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
心

と
力
を
育
む
金
沢
型
学
校
教
育
モ
デ

ル
の
実
践
」
と
し
、
副
題
は
、
本
研

究
会
が
長
年
大
切
に
し
て
き
た
「
問

題
解
決
を
通
し
て
確
か
な
学
力
を
育

む
指
導
力
の
向
上
」
と
し
て
、
十
九

の
部
会
ご
と
に
、
各
部
会
員
が
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
教
育
実
践
を
積
み
重

ね
、
公
開
研
究
授
業
や
講
演
会
等
の

研
修
会
を
柱
に
、
年
間
八
回
の
活
動

を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
の
委

託
を
受
け
て
、
中
学
校
入
学
直
後
の

生
徒
を
対
象
と
し
て
、
全
市
統
一
で

実
施
さ
れ
る
「
中
学
校
一
年
生
学
習

到
達
度
問
題
（
四
教
科
）」
の
作
成

に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
学
習
指
導
要
領
の
根
底

に
あ
る
も
の
は
、
ど
ん
な
難
題
に
も

答
え
を
求
め
続
け
、
よ
り
よ
い
社
会

や
人
生
を
切
り
拓
く
資
質
・
能
力
の

育
成
で
あ
り
ま
す
。「
教
育
と
は
子

ど
も
の
心
に
火
を
灯
す
こ
と
」「
目

の
前
の
子
ど
も
達
の
よ
さ
や
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
」「
学

び
を
自
分
に
返
し
、
一
歩
う
っ
て
出

る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
」
教
師
は

目
の
前
の
子
ど
も
の
学
ぶ
姿
か
ら
改

善
点
を
見
出
し
、
本
会
も
不
断
の
授

業
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

（
文
責

金
沢
市
立
米
丸
小
学
校

山
田

裕
司
）

金
沢
市
中
学
校
教
育
研
究
会

金
沢
市
中
学
校
教
育
研
究
会
は
会

員
相
互
の
研
究
・
実
践
活
動
を
通
し

て
、
金
沢
市
の
中
学
校
教
育
の
振

興
・
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
教
研
が

略
称
で
す
。

中
教
研
に
は
、
市
立
中
学
校
二
十

四
校
に
加
え
て
、
金
大
附
属
中
学
校

お
よ
び
希
望
す
る
私
立
中
学
校
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
約
七
百

六
十
名
。
ひ
と
り
千
円
の
会
費
と
金

沢
市
か
ら
の
委
託
金
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
部
会
は
二
十
三
あ
り
、
教

科
部
会
、
教
科
外
部
会
、
特
別
委
員

会
が
あ
り
ま
す
。

○
教
科
部
会
（
十
一
）

国
語
・
書

写
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
音
楽
・

美
術
・
保
健
体
育
・
技
術
・
家
庭
・

英
語

○
教
科
外
部
会
（
十
）

総
合
的
な

学
習
・
道
徳
・
特
別
活
動
・
教
育
相

談
・
学
校
保
健
・
学
校
図
書
館
・
情

報
教
育
・
学
校
事
務
・
特
別
支
援
教

育
・
生
徒
指
導

○
特
別
委
員
会（
二
）
修
学
旅
行
・

進
路
指
導

中
教
研
は
市
校
長
会
を
理
事
会
と

し
、
理
事
会
か
ら
の
中
教
研
会
長
・

副
会
長
の
二
名
と
、
委
嘱
さ
れ
た
教

頭
若
干
名
で
総
務
会
を
構
成
し
て
い

ま
す
。
総
務
会
は
、
各
部
会
の
企
画

運
営
に
あ
た
る
幹
事
長
を
集
め
た
幹

事
長
研
修
会
を
年
度
初
め
と
終
わ
り

に
開
き
、
年
二
回
の
会
報
と
各
部
会

の
活
動
を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

各
部
会
に
は
部
長
と
し
て
校
長
が

充
て
ら
れ
て
お
り
、
幹
事
長
を
指
導

し
て
部
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

部
会
開
催
は
、
教
科
部
会
が
年
四

回
、
教
科
外
部
会
が
教
科
部
会
と
は

別
日
に
年
三
回
、
年
度
当
初
に
定
め

ら
れ
た
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
加
え
て
、
夏
季
休
業
期
間
に
調

整
日
を
中
心
に
、
各
部
会
ご
と
に
日

程
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

各
部
会

の
開
始
時

刻
は
一
五

時
三
〇
分

を
原
則
と

し
て
、
研

究
授
業
や

外
部
講
師

を
招
い
た

講
演
会
等
な
ら
ば
一
五
時
開
催
も
可

と
し
て
い
ま
す
。
十
月
や
十
一
月
に

は
各
種
研
究
大
会
が
市
内
外
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
科
部
会
で
は

大
会
参
加
を
部
会
に
振
り
替
え
ず
、

市
独
自
の
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
教
科
外

部
会
は
大
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し

学
習
を
深
め
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

部
会
の
内
容
は
、
授
業
研
究
や
課

題
研
究
を
主
体
と
し
て
お
り
、
教
科

部
会
で
は
年
一
回
以
上
の
研
究
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
半
数

の
教
科
部
会
で
は
年
二
回
の
研
究
授

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

指
導
主
事
や
大
学
の
先
生
、
専
門
家

を
講
師
と
し
て
招
い
た
講
習
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
季
休
業
中
に
は
、

ふ
る
さ
と
偉
人
館
な
ど
校
外
の
施
設

で
学
芸
員
よ
り
講
話
を
聞
い
た
り
、

専
門
家
の
下
で
大
桑
層
で
化
石
採
集

し
た
り
す
る
部
会
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
研
究
主
題
「
授
業
力

向
上
を
図
り
、
活
用
力
を
育
む
教
育

活
動
の
推
進
」、
副
題
「『
金
沢
型
学

習
ス
タ
イ
ル
』
に
基
づ
く
教
育
活
動

の
推
進
」
の
下
で
二
年
目
の
研
究
に

入
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

金
沢
市
立
清
泉
中
学
校

中

克
之
）

石
川
県
算
数
教
育
研
究
会

今
年
度
で
、
六
十
四
回
目
の
研
究

大
会
を
能
美
市
立
寺
井
小
学
校
会
場

に
て
平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

本
会
は
、
小
松
、
金
沢
、
中
能
登
、

奥
能
登
の
県
内
四
地
域
で
の
授
業
研

究
・
研
究
実
践
交
流
を
毎
年
秋
に

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、『
数
学
的
な
思
考

力
や
表
現
力
を
育
て
、
学
ぶ
意
欲
を

高
め
る
算
数
教
育
』
を
主
題
に
四
領

域
「
数
と
計
算
」「
量
と
測
定
」「
図

形
」「
数
量
関
係
」
の
授
業
実
践
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
会
は
北
陸
四
県
数
学
教
育
研
究

会
に
も
所
属
し
、
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
と
系
統
的
な
学
び
を

意
識
し
研
究
の
交
流
を
組
織
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
先
輩
方
が
培
っ
た
伝
統
を

継
承
す
る
と
と
も
に
未
来
を
創
る
子

ど
も
達
に
は
「
考
え
る
こ
と
は
楽
し

い
。
み
ん
な
と
学
ぶ
と
楽
し
い
。」
と

算
数
科
の
授
業
を
通
し
て
意
欲
や
思

考
力
・
表
現
力
・
判
断
力
を
育
て
る
こ

英語部会の様子

国語科部会の研究授業の様子
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と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
員
の
意
識
や
学
び
の
深
さ
は
授

業
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
石
川
県
は
全

国
学
力
調
査
に
お
い
て
も
好
成
績
を

収
め
、
子
ど
も
達
の
学
力
の
定
着
を

図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、
教
師

は
目
の
前
の
子
ど
も
達
が
、「
今
日

の
算
数
楽
し
か
っ
た
。面
白
か
っ
た
」

と
思
う
こ
と
の
で
き
る
授
業
づ
く
り

に
、
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ば
せ
る
か

何
を
考
え
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
素
材
や
数
値
を
使
う
の
か
、

単
元
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
教
師
自
身
が

わ
く
わ
く
感
を
持
っ
て
授
業
設
計
す

る
こ
と
が
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
は
算
数
科
教
育
会
を
牽
引
さ

れ
て
き
た
、
明
星
大
学
客
員
教
授
の

細
水
保
宏
氏

に『
主
体
的
・

対
話
的
で
深

い
学
び
を
表

現
す
る
算
数

授
業
』
と
題

し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

細
水
氏
は
聴
衆
で
あ
る
私
達
一
〇

〇
名
あ
ま
り
に
、
同
じ
フ
ロ
ア
ー
で

授
業
の
よ
う
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
授
業
に
お
け
る
教
師
の
心

得
を
始
め
、
言
葉
か
け
、
考
え
の
根

拠
と
な
る
板
書
の
使
い
方
、
集
団
の

使
い
方
等
貴
重
な
学
び
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
本
の
授
業
を
行
う
た
め
に
様
々

な
視
点
か
ら
研
究
を
重
ね
、
本
番
の

授
業
に
向
か
う
。

毎
年
、
様
々
な
地
域
で
開
催
さ
れ

る
研
究
大
会
で
新
た
な
学
び
と
新
た

な
出
会
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
伝

統
の
継
承
と
新
た
な
授
業
文
化
の
創

造
を
生
み
出
す
石
川
県
算
数
教
育
研

究
会
で
す
。
多
く
の
会
員
と
と
も
に

算
数
教
育
の
研
鑽
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

（
文
責

金
沢
市
立
小
坂
小
学
校

勝
田

敬
子
）

石
川
県
小
中
学
校
視
聴
覚

教
育
研
究
協
議
会

本
研
究
会
は
、
日
本
学
校
視
聴
覚

教
育
連
盟
、
全
国
放
送
教
育
研
究
会

連
盟
の
下
部
組
織
団
体
で
あ
り
、
県

内
各
郡
市
の
小
中
学
校
視
聴
覚
教
育

に
関
す
る
研
究
団
体
を
単
位
と
し
て

組
織
さ
れ
て
い
る
。

十
一
月
の
県
研
究
大
会

加
賀
大

会
で
は
、
今
年
度
も
幼
保
・
小
・
中
・

高
の
四
校
種
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
目
指
し
た
公
開
保
育
・
授

業
お
よ
び
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。

加
賀
市
は
全
市
挙
げ
て
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん

で
お
り
、
公
開
授
業
で
そ
の
一
端
を

観
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
電
子
黒
板
等
を
、
教

師
の
み
な
ら
ず
児
童
・
生
徒
が
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
効
果
的
に
活
用
し

教
科
の
ね
ら
い
に
迫
る
姿
は
大
い
に

実
践
の
参
考
と
な
っ
た
。

午
後
は
共
催
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
文
化
研
究
所

主
任
研
究
員

の
宇
治
橋
祐
之
氏
を
お
招
き
し
、「
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
学
校
教
育
と
メ
デ
ィ

ア
を
考
え
る
〜
新
し
い
可
能
性
を
子

ど
も
の
成
長
に
ど
う
生
か
す
か
」
と

い
う
演
題
で
記
念
講
演
を
い
た
だ
い

た
。「N

H
K
for
School

」
が
あ
ら

ゆ
る
授
業
で
の
使
い
勝
手
を
よ
く
し
、

更
な
る
進
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
実
践
意
欲
が
湧
く
の
を
感
じ

た
参
加
者
が
多
か
っ
た
。

本
研
究
会
は
、
も
う
一
つ
の
側
面

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
学
校
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

研
修
会
開
催
、
さ
ら
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の

レ
ン
タ
ル
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
レ
ン
タ
ル
は
、

こ
の
四
年
間
九
月
〜
十
二
月
を
中
心

に
三
十
校
を
越
え
る
学
校
・
学
級
で

授
業
や
校
内
研
究
会
で
活
用
を
し
て

も
ら
っ
た
。
現
在
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
普
及
が
各
郡
市
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
本
研
究
会
の
役
目
は
ひ
と
ま

ず
終
了
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
各

学
校
の
ネ
ッ
ト
環
境
が
よ
り
改
善
さ

れ
、
ど
の
教
室
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

さ
く
さ
く
と
動
く
よ
う
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
教

科
の
「
情
報
化
」
が
示
さ
れ
「
言
語

能
力
」
と
「
情
報
活
用
能
力
」
が
「
学

習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
国
語

で
身
に
つ
け
る
べ
き「
知
識
・
技
能
」

と
し
て
、「
比
較
や
分
類
、
引
用
の

仕
方
を
理
解
す
る
」「
原
因
と
結
果

な
ど
情
報
と
情
報
の
関
係
を
理
解
す

る
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

小
学
校
算
数
で
は
「
デ
ー
タ
の
活

用
」
と
い
う
新
領
域
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
学
び
を
効
率
良
く
行
う

た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
不
可
欠

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」活

用
と
い
う
と
少
々
不
安
を
感
じ
る
先

生
方
も
お
い
で
る
と
は
思
う
が
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
指
導
技
術
を
土

台
に
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
効
果

的
に
活
用
し
子
供
達
の
言
語
能
力
や

情
報
活
用
能
力
を
育
む
こ
と
は
十
分

で
き
る
と
考
え
る
。
ま
ず
は
体
験
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
文
責

内
灘
町
立
向
粟
崎
小
学
校

細
川
都
司
恵
）

平
成
二
十
九
年
度
役
員

会

長

山
田

裕
司（
金
沢
・
米
丸
小
）

副
会
長

中

克
之（
金
沢
・
清
泉
中
）

〃

橋
田

宏
幸（
輪
島
・
河
井
小
）

〃

圓
地

郁
尚（
金
沢
・
菊
川
町
小
）

総
務
部
長

山
本

桂
一（
か
ほ
く
・
宇
ノ
気
中
）

研
究
部
長

松
田
真
由
美（
白
山
・
石
川
小
）

研
究
副
部
長

青
山

智（
七
尾
・
徳
田
小
）

調
整
部
長

外
山
ひ
と
み（
能
美
・
寺
井
小
）

調
整
副
部
長

内
波

景
子（
珠
洲
・
正
院
小
）

広
報
部
長

平
野

友
昭（
金
沢
・
内
川
中
）

広
報
副
部
長

谷
口

典
子（
小
松
・
東
陵
小
）

会
計
部
長

坂
下

昭
美（
加
賀
・
片
山
津
中
）

会
計
監
査

出
雲

香
苗（
羽
咋
・
西
北
台
小
）

〃

山
形

正
喜（
金
沢
・
城
南
中
）

平
成
二
十
九
年
度
会
務
報
告

四
月
一
日
�

三
役
会

四
月
十
四
日
�

第
一
回
理
事
研
修
会

五
月
十
二
日
�

第
一
回
幹
事
研
修
会

五
月
三
十
日
�

第
二
回
理
事
研
修
会

六
月
七
日
�

第
二
回
幹
事
研
修
会

六
月
十
六
日
�

第
一
回
代
議
員
研
修
会

七
月
二
十
一
日
�

第
三
回
理
事
研
修
会

第
三
回
幹
事
研
修
会

八
月
十
日
�

小
中
学
校
教
育
研
究
会
第
五
回
研
究
大
会

九
月
二
十
一
日
�

第
四
回
理
事
研
修
会

十
月
十
日
�

第
二
回
代
議
員
研
修
会

十
二
月
十
二
日
�

北
陸
三
県
中
教
研
連
絡
協
議
会

十
二
月
二
十
六
日
�

第
五
回
理
事
研
修
会

二
月
八
日
�

第
三
回
代
議
員
研
修
会

二
月
十
五
日
�

第
六
回
理
事
研
修
会

加賀大会の様子
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平
成
三
十
年
度
県
内
開
催
予
定
の
研
究
発
表
会

全
国
大
会

◆
全
国
小
学
校
生
活
科
・
総
合
的
な

学
習
教
育
研
究
協
議
会
石
川
大
会

・
金
沢
市
立
泉
小
学
校

金
沢
市
立
兼
六
小
学
校

県
立
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル

・
十
一
月
八
日
�
・
九
日
�

東
海
北
陸
地
区
大
会

◆
北
陸
四
県
数
学
教
育
研
究
大
会

・
小
松
市

・
十
月
十
九
日
�

◆
公
立
中
学
校
英
語
教
育
研
究
会
石

川
大
会

・
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
八
月
九
日
�
・
十
日
�

県
大
会

◆
県
国
語
教
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
一
月
（
予
定
）

◆
石
川
国
語
の
会

・
金
沢
市
立
小
立
野
小
学
校

・
十
二
月
（
予
定
）

◆
県
書
写
教
育
研
究
会

・
金
沢
市
内
小
学
校

・
十
一
月
頃

◆
県
社
会
科
教
育
研
究
会

・
野
々
市
市
立
館
野
小
学
校

・
野
々
市
市
立
布
水
中
学
校

・
石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
等
学
校

（
予
定
）

・
開
催
日
未
定

◆
県
小
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
二
月
一
日
�

◆
県
理
科
教
育
研
究
協
議
会

・
白
山
市
立
明
光
小
学
校

・
白
山
市
立
北
辰
中
学
校

・
石
川
県
立
鶴
来
高
等
学
校

・
十
月
十
九
日
�

◆
県
音
楽
教
育
研
究
会

・
能
美
市
根
上
総
合
文
化
会
館
タ
ン
ト

・
十
一
月
二
十
二
日
�

◆
県
図
工
・
美
術
教
育
研
究
会

・
小
松
市

・
十
一
月
二
十
二
日
�

◆
県
学
校
体
育
研
究
会

・
小
松
市

・
十
一
月

◆
県
小
学
校
体
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
二
月
下
旬

◆
県
小
学
校
家
庭
科
教
育
研
究
会

・
開
催
予
定
な
し

◆
県
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
研
究
会

・
金
沢
市
内
中
学
校

・
十
月
（
予
定
）

◆
県
学
校
道
徳
教
育
研
究
会

開
催
予
定
な
し

◆
県
特
別
活
動
教
育
研
究
会

・
加
賀
市

・
十
二
月
四
日
�
（
予
定
）

◆
県
小
中
学
校
視
聴
覚
教
育
研
究
協

議
会

・
認
定
こ
ど
も
園
羽
咋
白
百
合
幼
稚
園

・
羽
咋
小
学
校

・
羽
咋
中
学
校

・
石
川
県
立
羽
咋
工
業
高
等
学
校

・
十
一
月
十
五
日
�

◆
県
学
校
図
書
館
協
議
会

・
津
幡
町
立
津
幡
小
学
校

津
幡
町
文
化
会
館
シ
グ
ナ
ス

・
十
月
二
十
三
日
�

◆
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

・
羽
咋
市
、
羽
咋
郡

・
十
一
月
三
十
日
�

◆
県
養
護
教
育
研
究
会

・
文
教
会
館

・
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
七
月
三
十
一
日
�
・
八
月
一
日
�

◆
県
公
立
小
中
学
校
教
育
事
務
研
究

会
・
文
教
会
館

・
八
月
二
十
三
日
�
・
二
十
四
日
�

※
会
場
・
期
日
は
現
時
点
の
予
定
で

す
。
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

石川県小中学校教育研究大会 第６回研究大会
○期日 平成３０年８月８日（水）
○会場 県地場産業振興センター
○日程と内容
午前（１０時～）
・郡市町教育研究会協議会

各郡市町教育研究会代表による今年度の活動方針の協議、情報交換等
午後（１３時～）
・開会式
・記念講演 講師 京都造形芸術大学副学長 本間 正人教授

演題 「未定」
・分科会
①石川県特別支援教育研究会
生活単元学習のあり方～新しい単元の展開～
②石川県養護教育研究会
養護教諭の資質向上をめざして～研究活動を充実させ、養護教諭全体のレベル
アップをめざす～
③石川県公立小中学校教育事務研究会
石川県版 共同学校事務室についての考察
④石川県国語教育研究会
一人一人が伝え合う力を高める授業展開の工夫 ～言語活動の充実を通して～
⑤石川国語の会
子どもとつくる国語科の授業
⑥順教寺文代教諭（金沢市立戸板小学校）
子どもが創る生活科 ～かかわり合う中から気付く子をめざして～
⑦竹俣由美子養護教諭（金沢市立小坂小学校）
頻回に保健室を利用する子どもを援助する養護教諭の専門性とその力量形成
⑧荒木弥生子教諭（金沢市立中央小学校芳斎分校）
言語発達に遅れのある児童のための語彙の獲得に向けた学習プロセスの工夫

編

集

後

記

本
号
で
は
、
各
郡
市
町
の
教
育
研

究
会
や
各
教
科
等
研
究
会
の
活
動
状

況
や
取
組
の
様
子
を
四
つ
の
団
体
か

ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど

の
研
究
団
体
も
、
本
研
究
会
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
石
川
の
授
業
研
究
文
化

の
継
承
と
発
展
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
内
容
で
す
。

今
後
も
本
研
究
会
が
着
実
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
の
研
究
発

表
会
等
の
予
定
も
掲
載
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
各
研
究
発
表
会
が
盛
会
に

な
り
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
第
十
二
号
発
刊
に
あ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
協
力
や

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
部

平
野

友
昭
）

広
報
部

部
長

平
野

友
昭（
金
沢
・
内
川
中
）

副
部
長

谷
口

典
子（
小
松
・
東
陵
小
）

幹
事

木
戸

誠（
金
沢
・
犀
川
小
）

森
田

隆
久（
金
沢
・
森
本
中
）

井
上

和
久（
河
北
・
外
日
角
小
）

座
主

雄
一（
金
沢
・
新
神
田
小
）
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